
次々期会長候補適任者は平井敏博評議員に決定

日本補綴歯科学会の次々期会長候補適任者の選出にかかわる選挙が，細井紀雄

選挙管理委員長のもと行われ，平井敏博評議員（北海道医療大学歯学部歯科補綴

学第1講座 教授）が選出された．

平成16年6月7日の第1回投票（評議員236名へ推薦用紙送付，6月9日開

票，有効投票数204票）で，得票数上位3名は平井敏博，三浦宏之，渡辺 誠

（五十音順）の3氏となり，渡辺 誠氏が辞退されたため，平井敏博，三浦宏之

両氏を被推薦者として，7月12日に第2回投票（評議員236名へ選出用紙送付，

7月14日開票，有効投票数205票，白票4票，無効投票数0票）が行われた．

第2回投票の選挙結果は平井敏博氏 154票，三浦宏之氏 47票であり，日本補

綴歯科学会細則『役員の選出に関する内規』により，過半数である103票以上を

得た平井敏博氏が次々期会長候補適任者として選出された．

平成18年度からの「学術大会の年1回開催」と，法人化へむけての

本学会の「解散および清算に関する会則改正」を総会で承認

昨年秋に長野市で開催された平成15年臨時総会（第110回学術大会時）で「社団法人の取得」の議

決がなされ，法人設立にかかわる諸々の作業・準備が進められている．

本年4月には，平成16年2月20日開催の理事会決定を受けて，前鳥取大学事務局長 鈴木保典氏を

本学会事務局長として迎えるとともに，(財)口腔保健協会から事務室を借り受け，独立した事務所を設

置した．

法人化には，まず「定款」の策定が必要である．また，前執行部からの懸案事項である「学術大会の

年1回化」の議論をあわせて進めることになっている．さる5月に東京都で開催された平成16年度定

例総会（第111回学術大会時）において， 学術大会の年1回開催」と，法人化準備にかかわる諸事項

の1つである「任意団体である本学会の解散および清算に関する会則改正」が承認された（文末参照)．

学術大会の年1回実施」においては，1）学会のアクティビティーを下げないこと，2）支部の独自

性を確保すること，3）生涯学習公開セミナーの一層の充実を図ることを基本原則とすることが確認さ

れている．さらに各支部の活動が今以上に重要となるため，平成15年8月30日と平成16年1月31日

の2回の支部長会で，① 総会時学術大会と支部学術大会の役割分担などを含む支部会のあり方につい

て，② 支部学会の開催時について，③ 支部学会開催にかかわる経費などを含む会計について，④ 支

部学会の発表内容と形式について，⑤ 認定医関連について，などの議論が進められたが，今後さらに

会員の えや意見，要望を反映できる支部学会の運営，発表形式，当日会費などについても検討を進め

ていく予定である．
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平成16年10月に横須賀市で開催される平成16年度臨時総会（第112回学術大会時）において，法

人定款の議決が予定されており，この議決を受けて，平成18年度から年1回の学術大会開催が実施さ

れる予定である．

なお，平成16年度定例総会で承認された会則改正は，以下の通りである．

日本補綴歯科学会会則改正

日本補綴歯科学会会則第34条により，会則の改正を提案する．改正の内容は解散および清算に

関する条項の追加である．

第9章 解散および清算

第36条 本会は理事現在数および評議員現在数の各々4分の3以上の議決を経て，総会の承認

によって解散することが出来る．

2. 解散の決議にあたっては，残余財産の帰属先を定めなければならない．

3. 清算人は，解散決議時の会長とする．

第37条 清算人は，次の職務を行う．

⑴ 現会務の終了

⑵ 債権の取り立ておよび債務の弁済

⑶ 残余財産の引き渡し

附則

平成16年5月21日一部改正（平成16年5月21日施行）

今年度より「生涯学習公開セミナー」
は研修単位2単位に

平成16年度日本補綴歯科学会「生涯学習公開

セミナー」の開催が5支部で決定した．今年度か

ら，生涯学習公開セミナー出席者には日本補綴歯

科学会認定医申請・更新のための研修単位が2単

位与えられることに決定した．

開催予定は以下のとおりである．

九州支部

日 時：平成16年8月28日(土)16：30～18：30

会 場：福岡県歯科医師会館（福岡市）

テーマ： 下顎オーバーデンチャーのコンセンサ

ス」

長岡英一（鹿児島大学大学院）

高橋 裕（福岡歯科大学）

中国・四国支部

日 時：平成16年9月5日(日)10：30～12：30

会 場：高知新阪急ホテル（高知市）

テーマ： 顎口腔の美に迫る」

座 長 石橋寛二（岩手医科大学）

美肌へのアプローチ」

堀 公彦（花王(株)スキンケア研究所）

健康な歯を模倣するために」

山本尚吾（SHOWDENTAL）

東北・北海道支部

日 時：平成16年9月11日(土)14：30～16：30

会 場：ホテルメトロポリタン盛岡（盛岡市）

テーマ： 前歯部審美の最前線」

前歯部MI審美修復の現状」

冨士谷盛興（広島大学大学院）

前歯部審美の臨床」

宮内修平（大阪市開業）

関越支部

日 時：平成16年9月12日(日)15：00～18：30

会 場：日本歯科大学新潟歯学部講堂（新潟市）

テーマ： 歯冠修復とインプラント治療を見直す」

座 長 西川義昌（東京都開業）

歯周組織を見据えた補綴治療のあり方」

茂野啓示（京都市開業）

補綴主導型インプラント治療の展望」

小濱忠一（いわき市開業）

コメンテーター 山崎長郎（東京都開業）

東海支部

日 時：平成16年11月28日（日）

会 場：松本歯科大学（塩尻市）
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テーマ： 補綴と力―補綴臨床における“力”の

問題点とその対策―」

座 長 山下秀一郎（松本歯科大学大学院）

谷口威夫（長野市開業）

池田雅彦（札幌市開業）

加藤隆史（松本歯科大学）

認定医制度のしおり ダウンロード化へ

平成16年7月より日本補綴歯科学会「認定医

制度のしおり」に記載されている認定医・指導

医・認定機関の申請・更新に必要な書類が，日本

補綴歯科学会のホームページからのダウンロード

が可能となった．

第111回日本補綴歯科学会学術大会と

第2回大韓補綴歯科学会（KAP）との

JointMeeting開催される

平成16年5月21日（金)～23日（日)，大山

喬史大会長のもと文京シビックホールにて第111

回日本補綴歯科学会学術大会が開催された．一般

口演49題，ポスター72題，課題口演18題，国

際セッション口演9題，同ポスター17題，合計

165題の発表が行われ，参加者は2,000名余りで

あった．

第2回KAP&JPSJointMeeting報告

近年本学会は隣国の韓国との学術交流を深めて

おり，昨年ソウルで第1回のKAP（The Korean

AcademyofProsthodontics：大韓補綴歯科学会）

とJPS（JapanProsthodonticSociety：日本補綴

歯科学会）のJointMeetingが開催された．本年

は第2回目として第111回学術大会との併催で行

われた．

学術大会2日目（土）に国際セッションが企画

され，KAPより口演5題，ポスター9題，JPSよ

り口演4題，ポスター8題が採択され，口演は

KAP，JPSより1名ずつがCo-Chairmenとして

座長を務め活発な討議が行われた．

また，特別講演としてKAPのIn-HoCho会長

により“InfluenceofImplantologyonConven-

tionalProsthodonticsinKorea”の題名で韓国に

おけるインプラント診療の現況が紹介され，昨今

のインプラント普及の高いことをうかがい知るこ

とができた．

Cho会長へ感謝状贈呈

国際セッションでは口演，ポスターより秀逸な

演題1題ずつが選 委員会により選出され表彰さ

れた．受賞した演題は口演がソウル国立大学の

Dr.ChungS-Hらによるインプラントの形状と表

面処理の差を動物実験で評価した基礎研究，ポス

ターが慶 大学のDr.LeeS-Bらによる磁性ア

タッチメントとバーアタッチメントを併用したイ

ンプラント義歯の臨床研究である．

KAPからは約50名の会員が参加し，現役役員

ばかりでなく歴代会長のAdvisor4名も同行する

ほど，本学会に対する熱意の高さがうかがわれた．

国際セッション終了後，会場の文京シビック

ホール最上階でKAP&JPSの合同レセプション

が開催され，KAPの参加者全員とJPS役員等に

よる交流の場がもたれた．

懇親会ではJPSより大山会長，野首副会長，

赤川副会長，川添前会長，早川東京支部長の挨

拶，KAPよりCho会長，Chung次期会長の挨拶

があり，またJheeKAPAdvisorからは流暢な日

本語で古き日本の歯科事情，今後の両国間の展望

について格調高いスピーチが行われた．

懇親会にでDr.Jhee挨拶

また，国際セッションの受賞について前記2名

の選出が古谷野国際渉外委員長より発表され，プ

ラークと賞金が授与された．

そのほか，余興としてフルートの二重奏，主催
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の東京医科歯科大学の伝統古武道である 道の演

武などが行われ，賑やかな会に色を添えた．

なお，今後のJointMeetingは2年おきに両国

間で交互に開催することなり，次回は2年後に韓

国にて行われる予定である．

（東京医科歯科大学院・秀島雅之)

第111回学術大会報告

特別講演
「審美歯科を美術解剖学・心理学からみる

第109回学術大会のメインシンポジウム「形

態・機能美からトータルな美へ」に続く『審美』

の企画第2弾である．司会は109回学術大会シン

ポジウム座長を務められ，また111回学術大会の

大会長である大山喬史会長（東医歯大院）がその

主旨を説明された．講師は109回に引き続き，東

京芸術大学美術学部美術解剖学教室の宮永美知代

先生と，新たに早稲田大学人間科学部臨床心理学

研究室の山崎久美子先生のお2人であった．

宮永先生は『美術から見えてくる顔の魅力』と

題し，人が心を惹きつけられる理由を 察する方

法として， かたち」を分析的に扱い，そこから

導かれた要素を問い， かたち」の意味を えて

いくという美術解剖学の視点から顔の見方を紹介

された．

日常では目鼻口眉などの顔の諸器官の変化であ

る表情を，光と陰のなかでお互いの顔をみている

が，絵画に表現される顔もこれらに強いこだわり

をもって描かれたものであるからこそ魅力的であ

り，それらの自然的ルールとしては， 光は対象

人物の右から」 人物は左側が描かれる傾向」 造

形では左右非対称で表されることが多い」などが

あることを，多数の西洋絵画や日本の伝統的人物

画を提示しながら「自画像や肖像にみる魅力的な

顔の表現」を解説された．

『美しさをめぐる心理』と題した山崎先生は，

美とは何か．人はなぜ美を追い求めるのだろうと

いう人間心理の原点にたって美の価値観について

言及された．

美人は教育の現場やジャーナリズムで歴史的に

どのように扱われてきたかという問題について，

美人論，美人研究，美人コンテスト百年史などの

文献を紐解きながら解説され，時代の変化による

目鼻立ちの変化より，風俗史の変化にともなって

美人観が変遷してきたことを紹介された．

さらに現在の「審美歯科」の普及がもたらす効

果について，情報社会により，刺激されるコンプ

レックスとその解消ができる心理的な効果がある

こと，美しさの獲得が身近になり，ますます外的

価値を重視する文化になってきたこと，結果とし

て美容産業にお金をつぎ込み，これは消費の拡大

につながり，経済的効果をもたらすことなどを述

べられた．

表彰される宮永先生

価値観は時代とともに変遷するが，その変曲点

としてあげられるのは1980年代の「モーレツか

らビューティフルへ」であり，さらにダイエット

ブームに火がつき外的価値が内的価値より優先す

る文化へ，そして「人より輝きたい」という心理

はトレンディな個性的な職種を求めることにつな

がったのが現在であると解説，また「外的価値＝

個性的であること」であり，その「結果＝価値は

他人の視線を浴びること」と現在の美の心理は外

的価値観にあると分析された．

あらためて「美」の奥の深さを感じた講演で

あった．

ご講演される山崎先生

（広報 冲本)

シンポジウム「8020と補綴臨床

大会2日目午後，第1会場にてシンポジウム

『8020と補綴臨床』が開催された．福島俊士先生

（鶴見大）を座長に，石井拓男先生（東歯大)，宮

地建夫先生（東京支部)，安井利一先生（明海

大)，矢谷博文先生（阪大院）の4名にご講演い

ただいた．
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講師の先生方

まず座長の福島先生は，このテーマは前2大会

の臨床シンポジウムのテーマ『SDA：短縮歯列』

との共通部分が多く， 生活の質の向上」という

点で深く関連し， 8020運動に補綴は何ができる

か」に焦点を絞って論議すると述べられた．

社会歯科学の立場から石井先生は，老人保健法

制定時，歯科が成人保健事業に組み入れられず，

そのため『8020運動』を提唱し，今では国民の

60%以上に周知される社会現象となったこと，

そしてそれは健康増進法の成立の魁となったこと

などを述べられた．現在70歳20歯以上の者は

30%を超え，なかでも処置歯増加の傾向から，

歯科医師の努力によって8020者は増加すると

えられ， 歯科医師の努力が国民の喜びに，国民

の喜びが歯科医師の喜びに」という言葉が印象的

であった．また，日本補綴歯科学会に対して，口

腔機能と全身状態の関係についての科学的裏づけ

を期待する，と結ばれた．

続く宮地先生は，80歳28歯や80歳22歯など

の補綴長期症例を教示しながら，20歯の臨床的

意味，8020の可能性，喪失理由と補綴臨床につ

いて講演された．『8020運動』開始当初，20歯は

贅沢すぎる数と思われていたが，今では安全エリ

アの必要最小値と えられること，問題は歯の喪

失ではなく咬合崩壊であることを強調された．ま

た，日本補綴補綴歯科学会が臨床疫学データを

もっと大事にし，前面に押し出すことを望まれ

た．

3人目の演者である安井先生は，予防歯科学的

見地から歯の喪失因子を 察し，なかでも咬合支

持の欠如が大きな因子のひとつであることを強調

された．つまり，早期の補綴治療は残存歯の喪失

リスクを低減させるためにも必要と述べられた．

矢谷先生は，補綴治療が支台歯の生存に貢献し

ているか，またほかの歯に対してはどうかという

2つのクエスチョンに焦点を絞り，文献レビュー

をされた．しかし，国内の補綴治療の予後成績は

ほとんど不明であるため，日本補綴歯科学会主導

型のマルチセンター・スタディの必要性と，その

ための大型の科学研究費獲得の必要性を提言され

た．

最後に各演者の学会への提言を再確認してシン

ポジウムは終演した．本テーマに対する会員の関

心の薄さを懸念する声もあり，演者らの提言を学

会として，会員としてどう受け止め，対処するか

が今後のわれわれの課題であろう．

（広報 松山)

研究教育研修「クリニカルパスと症型分類
―日本補綴歯科学会の新たなる戦略：アカ
ンタビリティのある治療を目指して―」

はじめに，座長の市川哲雄委員長（徳大院）か

ら，現在医療問題検討委員会で策定中の「クリニ

カルパスと症型分類」について，会員への周知

と，その策定案のコンセンサスを得ることを目的

としている本研修の旨が説明された．座長による

導入検討の背景の説明から始まり，委員会による

症型分類案が以下の順番および内容で各委員によ

り発表された．

座長の市川哲雄先生

座長 市川哲雄委員長（徳大院）

症型分類1-1（形態的困難度）

秀島雅之委員（東医歯大院）

症型分類1-2（心理社会的困難度）

佐藤博信委員（福歯大）

症型分類2（能力検査，審美，顎機能の検査法）

服部正巳委員（愛院大）

追加発言者として，宮地建夫先生（東京都開

業)，石上友彦先生（研修教育検討委員会委員長）

が発言された．

発表後，フロアから数名の先生方により質問が

あった．いずれの質問も，本質的，重要な問題で

これからの委員会の活動に有意義な提言であっ

た．本委員会のテーマは，非常に難しい問題であ

り，このような症型（障害）分類については，対

象となる障害の要素が多岐にわたり，症型（障
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害）分類を設定する際に問題が多いのは会員にも

よく理解されているところである．しかし，症型

（障害）分類の設定は，時代の要請にも沿ったも

ので，早急の対応が是非とも必要といわれてい

る．難易度を決めるのは非常に困難なことは全会

員が理解しているところでもあり，修正も前提と

して，この症型（障害）分類の策定を本委員会が

精力的に進めていくことに期待している声が聞か

れた．

講師の先生方

（広報 貞森)

臨床教育研修
「歯科補綴治療における診査・診断

歯科補綴治療における診査・診断」をテーマ

に若手の研究者を対象にした臨床教育研修が，

佐々木啓一先生（東北大院）を座長として，松村

英雄先生（日大)，細川隆司先生（九歯大)，小正

裕先生（大歯大）の3名にご講演いただいた．

まず，座長の佐々木先生が従来のクラウンブ

リッジ，パーシャルデンチャー，フルデンチャー

という分類から離れて，今回のセッションが企画

された経緯と方向性について述べられた．

松村先生は， 接着技法の応用に関する適応症

と治療方針」と題して，メタルコアからラミネー

トベニアまでの大変広範囲にわたる補綴装置の表

面処理と接着術式，さらには予後について，豊富

な臨床例を掲示されながらお話しされた．

続いて細川先生は「インプラント補綴の適応症

と治療方針」と題して，前日の研究教育研修で取

り上げられ，現執行部の重点課題でもある症型分

類1-1（形態的困難度）を含んだ最新のトピック

スとエビデンスに基づく補綴設計，さらには逆説

的ではあるが，ほとんどの症例が適応症であると

の報告がなされた．

最後に小正先生が， 高齢者の補綴治療におけ

る治療方針」と題して，現在の日本の高齢社会の

現状と歴史的背景，そして高齢者歯科学の実際の

治療方針や内容を外来，訪問，さらには短期入院

治療まで含めて概説された．土曜日最後のセッ

ションで時間も延長していたが，多数の先生方が

参加され，熱気あふれる研修であった．

（広報 北川)

技術・技工セッション
「電鋳システムを応用した歯科補綴装置

大会1日目夕刻，第2会場にて技術技工セッ

ション「電鋳システムを応用した歯科補綴装置」

が行われた．座長の末瀬一彦先生（大歯大歯技

専）より電鋳システムの概略が説明され，引き続

き松浦賢治先生（ケン.デンタリックス)，山本尚

吾先生（ショウデンタル）の2人から，それぞれ

のラボで用いられている2つのシステムについて

の症例発表が，また渡 文彦先生（日歯大新潟）

からはこれからの可能性について興味深い話がな

された．

座長の末瀬先生

講演では電鋳システムをテレスコープシステム

外冠への応用した非常に良好な症例を多数提示さ

れ，従来の摩擦力により義歯を維持するのとは異

なり，唾液を介在させた適合の良さと，表面の滑

沢さを利用した吸着力による維持が可能であり，

その維持力がほとんど変化しないとのことであっ

た．

講演後，会場からも多くの質問がなされ，会員

の関心の高さを感じた講演であった．

講師の先生方

（広報 諸井)
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認定医研修
「補綴治療の予後に直結する落とし穴

―補綴治療と歯根破折―

5月23日（日）午前に，第10回認定医研修会

が開催された．学会最終日にもかかわらず，300

人を超える参加者があり，会場は立ち見がでるほ

ど熱気に包まれていた．今回のテーマと認定医へ

の強い関心のあらわれであろう．

テーマは， 補綴治療の予後に直結する落とし

穴―補綴治療と歯根破折―」で，座長に三浦宏之

先生（東医歯大院)，講師に坪田有史先生（鶴見

大)，柏田 明先生（東京支部)，月星光博先生

（愛知県開業）の3名の先生方をお招きして講演

が行われた．

表彰をされる講師の先生方

まず座長の三浦先生から，無髄歯の補綴治療に

おける現状とその問題点などについて報告があ

り，3名の演者の先生方に対して依頼された講演

内容を示された．

一番手の坪田先生は，『補綴治療失敗の頻度と

その原因』と題して，クラウンブリッジの術後経

過について，文献レビューによりその分析方法や

生存率についてふれられた後，失敗の原因および

失敗率について説明され，失敗に対する対策につ

いても言及された．

二番手の柏田先生は，『歯根破折の原因とその

予防』と題して，鋳造支台築造は過去の継続歯の

欠点を克服されたものであるにもかかわらず，ト

ラブル症例を観察すると”ツーピース継続歯”にす

ぎないと警告された．トラブルに対する予防とし

ては，”咬合力”と”細菌”に抵抗する処置を行うこ

とが重要であると説明され，その具体的な対処法

を示された．

三番手の月星先生は，『歯根破折歯の治療方針』

と題して，歯根破折の診断法について基本的なも

のから最新鋭の機器を利用したものまで紹介され

た後，歯根破折の臨床的分類を示され，それぞれ

に対する具体的な治療方針を臨床例を用いてわか

りやすく報告された．

ディスカッションでは，座長を中心に討論がな

され後，会場からも質問があり活発な討議がなさ

れたが，その際講演者同士による熱弁が繰り広げ

られる場面もあり，とても興味深いものであった．

認定研修と同時に行われた認定医申請ケースプ

レゼンテーションは，重度歯周病に対する補綴症

例1ケースとアタッチメント義歯症例3ケースの

計4ケースで，厳正な審査が行われた．

（広報 野)

課題口演受賞者

日-会場-演題

1-1-1 強制開口負荷は軟骨細胞のアポトーシス

を介してウサギ顎関節の軟骨破壊を引き

起こす

○藤澤拓生，笠井昭夫，園山 亘，小島俊司，上

原淳二，窪木拓男（岡山大学大学院医歯学総合

研究科顎口腔機能制御学分野）

1-1-2 水熱処理した陽極酸化チタン表面上での

マクロファージからのBMP-2遺伝子発現

○武部 純，石岡道久，中里好宏，山崎泰嗣，安

達孝二，石橋寛二（岩手医科大学歯学部歯科補

綴学第二講座）

1-1-7 チェアサイドでの咀嚼運動検査

○石川輝明，坂東永一，薩摩登誉子，重本修伺，

北村万里子，川口貴穂，細木真紀，大塩恭仁

（徳島大学歯学部第二歯科補綴学教室， 徳島大

学医学部・歯学部附属病院総合歯科診療部）

1-1-9 チェアサイドでできる寒天篩分法を用い

た咀嚼能率測定法の開発とその臨床応用

○築山能大，小原篤夫，古谷野 潔（九州大学大

学院歯学研究院口腔機能修復学講座咀嚼機能再

建学分野）

1-2-1 ラット臼歯喪失歯数の違いが高次脳機能

に及ぼす影響―TrkBmRNA評価―

○山崎薫子，虫本栄子，小林琢也，田中久敏（岩

手医科大学歯学部歯科補綴学第一講座）

1-2-7 義歯装着患者向けに開発した口腔湿潤剤

の性質と効果

○菅 武雄，林 裕章，出崎 聡，奥野典子，千

代情路，松嶋利晴，日野恬男 ，森戸光彦（鶴

見大学歯学部高齢者歯科学講座， 大阪府吹田

市）
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デンツプライ賞受賞者

日-会場-演題

1-3-4 繰り返し荷重によるファイバーポスト併

用レジン支台築造の検討

○西村 康，坪田有史，大祢貴俊，松本幸文，大

塚真範，深川菜穂，橋本 興，福島俊士（鶴見

大学歯学部歯科補綴学第二講座）

1-4-4 骨シンチグラフィーを用いた義歯床下骨

組織の代謝回転

○横山政宣，山口慶一郎 ，佐々木洋人，小山重

人，伊藤正敏 ，佐々木啓一（東北大学大学院

歯学研究科口腔システム補綴学分野， 東北大

学サイクロトロンラジオアイソトープセンター

核医学研究室）

1-5-5 8020高齢者と高齢無歯顎者の嚥下動態の

比較 察

○吉川峰加，吉田光由，津賀一弘，赤川安正（広

島大学大学院医歯薬学総合研究科先端歯科補綴

学研究室）

2-4-2 ProsthodonticApplicationofMagnetic

AttachmentCombined with Bar-Joint

StructureinImplantDentistry

○LeeS-B，YamamoriT，TanakaY，Ohmiya

N（DepartmentofProsthodontics，Kyung

HeeUniversityDentalCollege， OhuUniver-

sity）

2-4-9 ObservationofMicrostructuralChanges

intheMolarAlveolarBoneofOvari-

ectomizedMonkeys

○RezwanaBA，TanakaM，KohnoS，Ikegme

M，WatanabeN，AliMN，EjiriS（Divisionof

RemovableProsthodontics，NiigataUniversity

GraduateSchoolofMedicalandDentalSci-

ences）

広報アンケート結果

第111回大会抄録集に綴じ込みのLetter for

Membersに関するアンケートに116名の回答を

いただいた．アンケートの集計結果は以下の通り

である．

1. LetterforMembersをお読みになったこと

がありますか はい 91%

2. LetterforMembersNo.13（補綴誌48巻第

1号綴じ込み）について

1) 読んでいただけましたでしょうか

はい 82%

2) 読んでいただいた方におたずねします

①興味があるコンテンツはどれですか （複

数回答可）

・学術大会の年1回開催実現への検討

（95%)

・GNYAPとJPSとの共催学会開催 (71%)

・秋特別号アンケート結果 （88%)

・会員の声 （91%)

・取材報告（認定研修機関） (79%)

・関連国際学会報告 （87%)

・支部学術大会報告 （83%)

・次回学術大会案内 （90%)

・今後の学術大会案内 （97%)

・支部会案内 （82%)

・ニュース （95%)

②字の読みやすさはどうですか

読みやすい 94%

③文章の読みやすさはどうですか

読みやすい 96%

3. 取り上げて欲しいコンテンツがございました

ら，ご記入下さい．

・会員の声をもっと．

・会員からの意見とそれへの回答．
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藤井輝久先生（朝日大学）

長澤 亨先生（朝日大学）



・現状でよいのでは

・無記名で可となる「目安箱」のようなものを

・各大学補綴診療室の見学記

・他の学会との関係について（JointMeeting

の開催（国内)）

・海外国際学会で共催したものは，若い会員も

等しく名前を挙げてほしい．貴重な協力者で

あります故，氏名ぐらいは載せてほしい

・いまのままで十分です．とても充実している

・名誉会員の方の現状

・認定医によるメリット（法人化して専門医後

も）

・学術大会の事前登録者数と実質参加者数の

ギャップについて．なぜここまで実質的な参

加者が減っているのか

・認定医ケースプレゼンテーションである期間

（年）のベスト

・認定医としての活動

・補綴的な勉強会等の案内

4. LetterforMembersは，ホームページでも

ご覧いただけますが，ご存じでしたか

はい 57%

5. その他意見

・P13～14はもっとコンパクトにまとめてた

方がよい

・以前よりも（補綴誌よりも）親近感を感じて

いる．このまま継続を

・ホームページについて

見てはいなかったが，HPに出しているので

あれば印刷物はいらない（費用軽減)．むし

ろ，HPに使える情報を充実させてほしい

（演題申込みを一括してWeb上で行うとか）

・会員と本部のQ&Aが面白い

・文字がやや大きく行間が狭いように思う．

・ポスター発表の盗撮が多いのに驚いている

外国の先生も勿論だが若い先生に撮影を指示

している50代の先生もいてモラルの低下が

はなはだしくなげかわしい

・抄録集の裏表紙のデザインについて（○○先

生の写真のないものにオサダに変えてもらう

べきと思います）持って歩くのがイヤ

・どのようにLforMをもらえるのか知りたい

です

なお，第111回大会時に実施しましたLetter

forMembers春特別号の切り離しアンケートの結

果は秋特別号にて報告予定である．

平成15年度会計報告

平成16年5月21日に開催された日本補綴歯科学

会総会において，平成15年度決算および平成16年

度予算が承認された．以下にその概要を示す．

平成15年度決算（総額120,961,970円)

平成16年度予算（総額123,431,385円)

受賞者の声

平成15年度奨励論文賞

藤波由希子

東京医科歯科大学大学院

医歯学総合研究科

摂食機能評価学分野

論文名：ChangesinPosturalControlofCom-

pleteDentureWearersafterReceiving

NewDentures―GaitandBodySway―

この度，平成15年度日本補綴歯科学会奨励論

文賞を受賞させていただき，ありがとうございま

した．大変光栄に思っております．

近年，義歯の装着により，咀嚼などの顎口腔系

の機能や審美性だけでなく，顎口腔以外の身体機

能が良好に保たれることが明らかにされていま
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す．本研究は，このことから発想を得て，義歯に

よる咬合の回復と，起立や移動などを行う際に必

要な身体機能の1つである姿勢の調節機能との関

連を探ることを目的として始まり，日常の基本的

な動作である歩行運動に着目しました．本論文に

記載した実験では，全部床義歯を新たに製作した

無歯顎患者9名に対し，新義歯装着前後の歩行お

よび直立静止時における体重心の動揺を計測しま

した．その結果，調整の終了した新義歯を装着す

ることにより，歩行運動の向上と重心動揺の減少

が観察され，静止時および動作時の姿勢調節機能

が改善される可能性が示唆されました．

私は，1999年春に東京医科歯科大学高齢者歯

科学講座（現：摂食機能評価学講座）に入局して

以来，本研究の実験計画から始め，実験を行い，

得られた結果を解析し，本論文を完成させるまで

に4年間を費やしました．研究というものにそれ

まで携わったことがなく，数々の困難にぶつか

り，また，実験は患者様にご協力いただいて行っ

たということもあり，その限界を感じることも多

くありました．総じて，実験計画を綿密に立てる

ことの大切さを学んだように感じます．

複雑に制御された全身の機能と顎口腔系の機能

のかかわりを科学的に解明することは，日本補綴

歯科学会の課題のひとつに挙げられているよう

に，とても意義深いことであると思います．しか

し，本論文で示すことができたことは，その目的

にはまだ程遠く，今後も地道な努力を重ね，大き

な目的を達成できるよう，努力していかなければ

と思っております．

今回の研究にあたり，終始ご指導を賜りました

東京医科歯科大学院医歯学総合研究科摂食機能評

価学分野早川 教授，平野滋三助手に深く感謝

いたしますとともに，研究にご理解とご支援をい

ただきました教室員の皆様，実験にご協力いただ

きました東京医科歯科大学歯学部附属病院を受診

された患者様に，心よりお礼申し上げます．あり

がとうございました．

第110回大会デンツプライ賞

MahmoudAhmad

TokyoMedicaland

DentalUniv.,Japan

演題名：DeflectionFatigueofTi-6Al-7NbAlloy

CastClasps

AwordofGratitude

Itwasagreatpleasureasmuchasasurprise

formetobechosentoreceivetheDentsply

meritaward.Ofcourseitwouldn’thavebeen

possiblewithoutthekindhelpandguidanceof

mysupervisorstobeabletofinishmyfirstwork

properlyandpresentitatthe110thmeetingof

JapanProsthodonticSocietyinNagano,which

wasagreatexperienceandhonorforme.This

supportandacknowledgmentthatIreceivein

Japangivesmethestrongestmotivationtocarry

onmyresearchwork.Asthevalueofany

researchcomesnotonlyfromtheanswersthat

itgives,settingupnewquestionsandlightingup

thewayfornewprojectsbecomesit’slinktothe

futureoftheeverexpanding knowledgeof

humanity.Thisgeneroussupportandhelpthat

I’m alwayshonoredwith,willbemystrong

weaponinthenextstepsofmyresearch,which

Ilookforwardstobeingabletofinishsuccess-

fullyandpresentbeforeyouinthenearfuture.

FinallyIwouldliketoexpressmyhighest

appreciationsandgratitudetoallthosewhohave

helpedmewiththeirtimeandefforts,andtothe

kindacknowledgmentI’vebeenhonoredwith.

WithmyBestRegards

MahmoudAhmad

第110回大会デンツプライ賞受賞者
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第111回大会課題口演

武部 純

岩手医科大学歯学部

歯科補綴学第二講座

論文名：水熱処理した陽極酸化チタン表面上での

マクロファージからのBMP-2遺伝子発現

この度は第111回日本補綴歯科学会学術大会課

題口演の受賞者に選出していただき，誠にありが

とうございました．大変光栄に存じます．当講座

では，口腔インプラント埋入後の治癒期間の短縮

や骨質の劣る部位での生着率の向上を図るために

は，BioinertとBioactiveの両方の性質を兼ね備

えた口腔インプラントを用いることが有利と

え，純チタン表面を陽極酸化処理し，その後に水

熱処理を行うことで，陽極酸化膜上にハイドロキ

シアパタイトを析出させる表面処理法の有用性を

検討してきました．私達はこの表面処理法を

“SA処理”と呼んでおり，SA処理チタンインプ

ラントは骨伝導能を有することで埋入後早期の骨

形成能が高く，適応症の拡大につながる可能性を

示してきました．

一方，私達は口腔インプラント埋入後の創傷治

癒過程の初期に出現するマクロファージに注目

し，組織再生へ働く際には骨誘導シグナルである

骨形成タンパク（BMP-2）が発現されることを

mRNA遺伝子レベル，免疫組織化学的検索で明

らかにしてきました．今回の研究内容より，骨の

創傷治癒過程の初期に出現するマクロファージ

は，SA処理チタンインプラント表面でのBiologi-

calな現象により，骨誘導・骨形成シグナルであ

るBMP-2を発現し，骨形成因子の1つとして関

与していることが示唆されました．本研究に登場

するマクロファージは，“免疫反応や炎症反応時

に出現する細胞”といったイメージが強いと思い

ますが，私達はマクロファージのもつ二面性のう

ちの組織再生作用に注目しております．創傷治癒

過程の初期に出現するマクロファージは，血餅中

のフィブリンにより遊走されて骨の創傷治癒を生

理的に調節し誘導しており，オッセオインテグ

レーションの過程と現象にかかわる重要な細胞の

1つであると えております．

口腔インプラント治療のニーズが高まるなか

で，本研究のような分子・細胞学的側面からみた

内容はSA処理を臨床応用していくための基礎的

データの1つではありますが，近い将来，SA処

理が口腔インプラント臨床の発展に貢献できるこ

とを願っております．

今回の研究に関しましてご理解と終始にわたり

懇切なるご指導を賜りました岩手医科大学歯学部

歯科補綴学第二講座石橋寛二教授に心よりお礼申

し上げます．また，ともに協力し研究を行ってき

た研究グループならびにご協力いただきました医

局員各位にお礼申し上げます．

会員の声

多くの人に支えられて

細木真紀

徳島大学大学院

ヘルスバイオサイエンス研究部

生体システム栄養科学部門

摂食機能制御学講座

咬合管理学分野

徳島大学を卒業後，歯科補綴学第二講座に入局

し，アレ …気がつけば歳月は流れ，補綴女性医

として経験を語ることができる歳になってしまい

ました．歯科の他分野に比べ，補綴は女性が少な

いとのこと，確かに技工作業も他科に比べて多い

ため女性には負担なのかもしれません．

さて，そんな環境のなか，教育・臨床・研究・

家事に子育てetc.時間に追われ，毎日バタバタ

走り回りながらも，私が続けてこられたのはひと

えに周りの方々のおかげだと思います．

保育園修了10分前に医局からダッシュ デ

スクワークは宿題にし，実験開始時間も夜中にし

てもらうなど（子供はすやすや夢の中)，坂東教

授をはじめ当教室の先生方にはご迷惑をかけてば

かりです．主人の留学についてスウェーデン・ル

ンド大学（現マルメ大学）にも行かせていただき

ました．南国徳島の明るい太陽と青空に慣れ親し

んでいる私にとって，冬の北欧は，寒さ以上に暗

さが耐え難いものでした．その一方，女性の社会

進出が進んだ福祉先進国で得たいろいろな経験

は，現在の私に（そして主人にも）大きな影響を

与えたと思います．なかでも“私たちの母国語も

英語じゃないけれどがんばっているのだから，あ

なた達もがんばりなさい”といったMariaNilner

教授の言葉は，英語が苦手で，ともすれば逃げが

ちな私の支えとなっています．
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少子高齢化がますます進む昨今，女性の社会進

出もますます盛んになると思います．女性だから

…というのではなく，自然体で多くの人と支え合

いともに成長し，多くの方が活躍する日本補綴歯

科学会になっていくことを望んでいます．

関連学会報告

第32回日本顎口腔機能学会学術大会

初夏を思わせるような好天に恵まれた4月17

日（土）の博多の地で，寺田善博大会長（九州大

学大学院）のもとに上記学会が開催された．参加

者はおよそ100人，一般講演7題と比較的小規模

な学会であるが，1題あたりの割り当て時間が30

分（口演時間15分，質疑応答15分）と長く，い

ずれの演題も時間いっぱい活発な討論がなされ

た．

特別講演では「歯科心身症の臨床～器質的変化

に乏しい患者をどうみるか～」というテーマで，

黒木俊秀先生（九州大学大学院医学研究院）が講

演され，いくつかの症例を交えながら日ごろの診

療で遭遇する歯科心身症についてわかりやすく解

説され，今後，歯科と精神科・心療内科との連携

の重要性について示唆された．

また，学会賞を受賞された山田好秋先生（新潟

大学大学院）と奨励賞を受賞された齋藤一誠先生

（九州大学大学院）による受賞講演が行われ，会

場からも大きな賞賛の拍手をうけていた．

最後に次回開催大会長の矢谷博文先生（大阪大

学大学院）から閉会の挨拶があり，成功裡に会を

終えた．

（広報 諸井)

関連学会のご案内

第21回日本顎顔面補綴学会総会・学術大会

日 時：平成16年8月26日（木)，27日（金）

会 場：福岡県歯科医師会館

大会長：松浦正朗（福岡歯科大学）

特別講演

Applicationoftissueengineeringtechniquein

therepairofmaxillofacialdefect」

LiuWei（上海第二医科大学整復外科）

特別講演 「顎顔面補綴の20年を振り返って」

香月 武（佐賀医科大学名誉教授）

連絡先：準備委員長 城戸寛史

福岡歯科大学咬合修復学講座口腔インプラント

学分野（第21回日本顎顔面補綴学会準備委員

会）

〒814-0193 福岡市早良区田村2-15-1

TEL：092-801-0411，FAX：092-801-0513

E-mail：hkido＠college.fdcnet.ac.jp

第18回日本顎頭蓋機能学会学術大会

日 時：平成16年9月11日（土)，12日（日）

会 場：チサンホテル新大阪

大会長：矢谷博文（大阪大学大学院）

特別講演「ストレスを知る」

森本兼曩（大阪大学大学院医学系研究科）

シンポジウム 「ストレスに関する歯科疾患」

築山能大（九州大学大学院）

「ストレスのTMD」

佐久間泰司（大阪歯科大学）

「ストレスとBurnigMouthSyndrome

高 永和（大阪市開業）

「ストレスと金属アレルギー」

シンポジウム

睡眠関連ブラキシズムの基礎と臨床」

加藤隆史（松本歯科大学）

「睡眠関連ブラキシズムの基礎」

馬場一美（東京医科歯科大学大学院）

「睡眠関連ブラキシズムの臨床」

教育講演「受療者の心理的側面を知る」

矢谷博文（大阪大学大学院）

認定医研修セミナー「歯に原因のない歯の痛み」

和嶋浩一（慶應義塾大学医学部）

連絡先：実行委員長 石垣尚一

大阪大学大学院歯学研究科歯科補綴学第1分野

〒565-0871 吹田市山田丘1-8

TEL：06-6879-2946，FAX：06-6879-2947

E-mail：ishigaki＠dent.osaka-u.ac.jp

第15回日本老年歯科医学会総会・学術大会

日 時：平成16年9月18日（土)，19日（日）

会 場：かごしま県民交流センター
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大会長：長岡英一(鹿児島大学大学院）

特別講演「長寿社会における健康」

井形昭弘（名古屋学芸大学学長）

教育講演「喫煙と健康」

中村正和（大阪府立健康科学センター）

市来英雄（鹿児島市開業）

シンポジウム

口腔ケアは老人医療を変えることができるか」

シンポジウム

摂食嚥下リハビリテーション―ヒトとしての

尊厳を保つために―」

ランチョンセミナー

口腔ケアの効果を える」

ランチョンセミナー

NST（栄養サポートチーム）と口腔ケア」

連絡先：準備委員長 西 恭宏

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科顎顔面機能

再建学講座口腔顎顔面補綴学分野

〒890-8544 鹿児島市桜ヶ丘8-35-1

第15回日本老年歯科医学会学術大会事務局内

TEL：099-275-6222，FAX：099-275-6228

E-mail：gero15＠denta.hal.kagoshima-u.ac.jp

http：//www.hal.kagoshima-u.ac.jp/prostho2/

gerodotop.htm

第34回日本口腔インプラント学会学術大会

日 時：平成16年9月24日（金)～26日（日）

会 場：大阪国際会議場（グランキューブ大阪）

大会長：前田芳信（大阪大学）

メインテーマ「先進展開するインプラント治療・

インターディシプリナリー・トリートメント領

域への拡大」

連絡先：準備委員長 十河基文

大阪大学歯学部附属病院口腔総合診療部

〒565-0871 吹田市山田丘1-8

TEL：06-6879-2386，FAX：06-6879-2387

E-Mail：sogo＠dent.osaka-u.ac.jp

第15回日本咀嚼学会総会・学術大会

日 時：平成16年9月30日(木)～10月2日(土)

会 場：日本大学会館

大会長：小林喜平（日本大学松戸歯学部）

メインテーマ

咀嚼と消化・吸収― 国際コメ年」によせて―

特別講演1「ごはん食と健康―食生態学から」

足立己幸（女子栄養大学）

特別講演2「食品の咀嚼と嚥下のレオロジー」

中沢文子（共立女子大学）

シンポジウム1

咬合・咀嚼と脳」

シンポジウム2

咀嚼とごはん」

シンポジウム3

健康とごはんの消化・吸収」

公開フォーラム（共催）

咀嚼が創る健康長寿―国際コメ年によせて―」

連絡先：準備委員長 桑原克久

日本大学松戸歯学部補綴学第1講座内

第15回日本咀嚼学会学術大会事務局

〒271-8587 松戸市栄町西2-870-1

TEL：047-360-9374 FAX：047-360-9376

E-mail：kuwahara＠mascat.nihon-u.ac.jp

第20回日本歯科医学会総会

日 時：平成16年10月29日(金)～10月31日(日)

会 場：パシフィコ横浜

大会長：江藤一洋（東京医科歯科大学大学院）

次回学術大会のご案内

第112回日本補綴歯科学会学術大会

開催日：平成16年10月15日（金)，16日（土）

会 場：横須賀芸術劇場・横須賀産業交流プラザ

大会長：豊田 實（神奈川歯科大学）

メインテーマ「新しい歯科補綴のパラダイム―生

体との接点を求めて―」

特別講演

日本の常識はなぜ世界に通用しないのか

―臨床医学研究の観点から―」

森實敏夫（神奈川歯科大学内科）

特別講演

CurrentOcclusion Concepts：WhatIsthe

Science?」

TerryT.Tanaka(UniversityofSouthernCali-

forniaSchoolofDentistry）
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特別講演Ⅲ（研究教育研修)「睡眠と健康」

高橋清久（藍野大学学長）

シンポジウムⅠ「補綴実技教育の評価を える」

シンポジウムⅡ「再生医療と歯科補綴学の接点」

臨床教育研修

倉澤郁文（松本歯科大学）

川良美佐雄（日本大学松戸歯学部）

高橋 裕（福岡歯科大学）

今後の学術大会のご案内

第113回日本補綴歯科学会学術大会

開催日：平成17年5月14日（土)，15日（日）

会 場：グランキューブ大阪（大阪国際会議場）

大会長：野首孝祠（大阪大学大学院）

課題口演のテーマ：

1. 咀嚼・嚥下機能，2. 発語機能，3. 咬合

と全身，4. インプラント，5. バイオテクノ

ロジー，6. 新材料，7. バイオメカニクス，

8. 審美，9. 補綴臨床疫学・EBD

申込方法：演題申込はオンラインのみです．

申込締切：平成17年1月18日（火）17：00

第114回日本補綴歯科学会学術大会

開催日：平成17年10月1日（土)，2日（日）

会 場：朱鷺メッセ

大会長：河野正司（新潟大学大学院）

支部会のご案内

東北・北海道支部

開催日：平成16年9月11日（土）

会 場：ホテルメトロポリタン盛岡

大会長：石橋寛二（岩手医科大学）

シンポジウム「咬合を語る―この30年間で浮き

彫りになった問題点とその解決策を探る―」

佐々木啓一（東北大学大学院）

藤澤政紀（岩手医科大学）

皆木省吾（岡山大学大学院）

関越支部

開催日：平成16年9月12日（日）

会 場：日本歯科大学新潟歯学部講堂

大会長：小出 馨（日本歯科大学新潟）

特別講演： これからの歯冠修復と審美」

山崎長郎（東京都開業）

中国・四国支部

日 時：平成16年9月4日（土)，5日（日）

会 場：高知新阪急ホテル

大会長：本田常晴（高知県中村市）

市民フォーラム： 健康・嚙む・美」

司 会 中尾勝彦（広島県尾道市）

よく嚙んで健康に，美しく」

大山喬史（東京医科歯科大学大学院）

口から始まるからだの健康」

赤川安正（広島大学大学院）

特別講演1： 生物学的配慮と臨床事実に基づ

いた口腔リハビリテーション医学を構築する

ために―バイオメカニクス，バイオロジー，

そして臨床疫学へ―」

窪木拓男（岡山大学大学院）

特別講演2： 日本補綴歯科学会中国・四国支

部学術大会30年を振り返って」

濱田泰三（広島大学大学院）

九州支部

開催日：平成16年8月28日（土）

会 場：福岡県歯科医師会館

大会長：佐藤博信（福岡歯科大学）

シンポジウム「補綴治療に必要なチェアーサイド

でできる顎機能検査とは」

矢谷博文（大阪大学大学院）

鱒見進一（九州歯科大学）

築山能大（九州大学大学院）

佐藤博信（福岡歯科大学）
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東海支部

尾澤昌悟（愛知学院大学歯学部歯科補綴学

第1講座)

関西支部

松尾光至（奈良県開業）

九州支部

野 徹（鹿児島大学大学院医歯学総合研

究科顎顔面機能再建学講座口腔

顎顔面補綴分野）



認定医関係

認定医申請者数

平成15年度は34名であった．(平成13年度は

27名，平成14年度は34名）

認定状況

認定医更新申請者 31名，新規指導医申請者

14名，新規認定医申請者22名，新規認定研修機

関（乙）3機関，および認定研修機関（甲）更新

申請24機関の審査を行い，全申請者および機関

を認定した．

日本補綴歯科学会新規指導医

（ ）内は支部名

白井 伸一：歯科オムニデンティックス（東北・

北海道）

清野 晃孝：奥羽大学歯学部（東北・北海道）

木村 英敏：木村歯科医院（東北・北海道）

小西 洋次：北海道医療大学歯学部（東北・北海

道)

近江谷尚紀：おうみや歯科医院（東北・北海道）

荒井 節男：荒井歯科医院（関越）

成田 紀之：日本大学松戸歯学部（東関東）

鳥塚 周孝：鳥塚歯科医院（東関東）

澤田 智慈：神奈川歯科大学（西関東）

山本 誠：山本歯科医院（東海）

西尾 允秀：西尾歯科医院（関西）

永尾 寛：徳島大学歯学部（中国・四国）

薦田 淳司：こもだ歯科医院（中国・四国）

久間 一宏：福岡歯科大学（九州）

日本補綴歯科学会新規認定医

（ ）内は支部名

大平 千之：岩手医科大学歯学部(東北・北海道）

坂下 勝啓：岩手医科大学歯学部(東北・北海道）

梅原 一浩：梅原歯科医院（東北・北海道）

廣瀬由紀人：北海道医療大学歯学部(東北・北海道)

大沼 智之：日本歯科大学新潟歯学部（関越）

佐藤 孝弘：新潟大学歯学部（関越）

若見 昌信：日本大学松戸歯学部（東関東）

杉山 一朗：昭和大学歯学部（東京）

井上 貴章：東京医科歯科大学（東京）

大木 明子：東京大学医学部附属病院（東京）

荒木 次朗：鶴見大学歯学部（西関東）

田村 年彦：神奈川歯科大学附属病院（西関東）

鈴木 章：松本歯科大学病院（東海）

藤井 肇基：藤井歯科医院（東海）

佐藤 琢也：大阪大学大学院（関西）

六人部慶彦：大阪大学大学院（関西）

友竹 偉則：徳島大学歯学部（中国・四国）

浪越 建男：浪越歯科医院（中国・四国）

田口 則宏：広島大学歯学部（中国・四国）

日浅 恭：広島大学大学院（中国・四国）

王丸 寛美：九州歯科大学（九州）

久松 徳子：長崎大学医学部・歯学部附属病院

（九州）

日本補綴歯科学会新規認定研修機関（乙)

（医）綴理会 大山歯科クリニック

指導医・施設長：大山萬夫

連携認定研修機関：東京歯科大学

歯科補綴学第1講座

（医）社団仁岳会 西東京歯科医院

指導医・施設長：竹前健彦・井上俊明

連携認定研修機関：日本歯科大学歯学部

歯科補綴学第1講座

（医）社団秀英会 こばやし歯科

指導医・施設長：小林秀樹

連携認定研修機関：北海道医療大学歯学部

歯科補綴学第3講座

認定医研修会

今後の認定医研修会は以下のテーマが予定され

ている．

第111回： 補綴治療の予後に直結する落とし穴

―補綴治療と歯根破折―」

第112回： 補綴治療の予後に直結する落とし穴

―補綴治療と根面齲蝕（二次齲蝕)―」

第113回： 補綴治療の予後に直結する落とし穴

―補綴治療と歯周疾患―」
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